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町税
7億1,459万円
（11.5％）

地方交付税
28億826万円
（45.0％）

自主財源
（17.0％）

依存財源
（83.0％）

交付金など
3億2,862万円
（5.3％）

使用料・手数料など
8,373万円（1.3％）

寄付金・繰入金など
1億5,026万円
（2.4％）

諸収入
1億1,150万円
（1.8％）

国県支出金
16億6,064万円
（26.6％）

町債
3億7,940万円
（6.1％）

R6

扶助費
6億8,691万円
（11.0％）

人件費
11億7,404万円
（18.8％）

普通建設事業費など
12億7,374万円
（20.4％）

公債費
5億8,446万円
（9.4％）

補助費など
8億7,809万円
（14.1％）

繰出金
4億3,941万円
（7.1％）

物件費
9億1,338万円
（14.6％）

維持補修費
8.491万円
（1.4％）

積立金・貸付金など
2億206万円
（3.2％）

義務的経費
（39.2％）

投資的経費
（20.4％）

その他
（40.4％）

町
の
令
和
６
年
度
予
算
が
、
町
議
会
３
月
定

例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
予
算
は
、
令
和
５
年
７
月
の
大
雨

災
害
対
応
に
よ
り
、
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
編
成

作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
被
災
者

支
援
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
を
継
続
し
て

行
い
、
ま
た
、
物
価
高
騰
や
子
育
て
支
援
等
の

社
会
情
勢
に
配
慮
し
、
緊
急
性
等
の
観
点
か
ら

今
一
度
事
業
を
精
査
し
、
新
規
事
業
も
計
上
し

ま
し
た
。

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

４
億
８
、１
０
０
万
円
の
増

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
歳

入
歳
出
の
総
額
が
62
億
３
、７
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
４
億
８
、１
０
０
万
円
、
率
に

し
て
８
・
４
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
本
町

に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
改
築
が
あ
っ
た
令
和

２
年
度
に
次
ぐ
過
去
２
番
目
に
大
き
い
予
算
規

模
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
９
億
６
、３
３
４

万
円
の
過
年
災
害
復
旧
事
業
が
大
き
な
理
由
で

す
。歳

入
で
は
、
町
税
が
前
年
比
１
、３
４
３
万

円
の
減
額
を
見
込
み
７
億
１
、４
５
９
万
円
を
、

国
県
支
出
金
で
は
、
過
年
災
害
復
旧
事
業
関
係

補
助
金
７
億
４
、６
８
９
万
円
を
含
み
、
前
年

比
５
億
３
、２
７
２
万
円
の
増
額
と
な
る
１
６

億
６
、０
６
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
①
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
導
入
に

２
７
４
万
円
、
②
備
蓄
品
購
入
事
業
に
３
５
３

万
円
、
③
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
事
業
に
３
、

８
７
３
万
円
、
④
保
育
料
完
全
無
償
化
に
３
９

３
万
円
、
⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
有
害
鳥
獣
対

策
に
１
７
０
万
円
、
⑥
道
路
側
溝
清
掃
業
務
に

１
、５
１
２
万
円
、
⑦
育
英
資
金
貸
付
金
の
拡

充
に
５
４
６
万
円
、
⑧
五
城
目
小
学
校
創
立
１

５
０
周
年
記
念
事
業
に
１
３
９
万
円
、
⑨
過
年

災
害
復
旧
事
業
に
９
億
６
、３
３
４
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
予
算
は
、
一
般
会
計
に
準
じ
た
編

成
方
針
の
も
と
、
不
要
不
急
の
事
務
費
等
を
見

直
し
、
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
た
予
算
編

成
と
し
ま
し
た
。
　

一般会計の歳入一般会計の歳出（性質別）一般会計の歳出（目的別） 令和６年度
一般会計
当初予算

本年度から所得制限を設けずに保育料を完全
無償化します。

目　　的 歳 出 額
議 会 費 7,634万円
総 務 費 6億3,307万円
民 生 費 16億935万円
衛 生 費 4億274万円
労 働 費 2,002万円
農林水産業費 3億2,010万円
商 工 費 1億8,111万円
土 木 費 4億5,779万円
消 防 費 2億7,796万円
教 育 費 5億4,327万円
災 害 復 旧 費 10億7,579万円
公 債 費 5億8,446万円
諸 支 出 金 5,000万円
予 備 費 500万円
歳出合計 62億3,700万円

62億
3,700万円

62億
3,700万円

保
育
料
の
完
全
無
償
化
や

過
年
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に

62
億
３
、７
０
０
万
円▶会計別予算

会　計　名 ６年度当初予算 ５年度当初予算

一 般 会 計 62億3,700万円 57億5,600万円

特　
別　
会　
計

国民健康保険
自営業の方や退職された方などの
医療費を給付するために使います。

11億9,250万円 12億267万円

後期高齢者医療
75歳以上の方の医療費を給付する
ために使います。

1億5,912万円 1億4,690万円

介 護 保 険
介護が必要な方を支えるために、介
護サービス費の給付に使います。

19億2,252万円 19億3,344万円

保健事業勘定 19億1,738万円 19億2,796万円

介護サービス事業勘定 514万円 548万円

障害認定事業
障害の程度を審査し、認定するため
に使います。

399万円 373万円

合　　計 32億7,813万円 32億8,674万円
水道事業会計
安心して使える水を
供給するために使
います。

収益的支出 2億6,049万円 2億5,148万円

資本的支出 1億3,650万円 1億2,551万円
下水道事業会計
公共下水道の整備
や汚水処理のため
に使います。

収益的支出 2億9,440万円 2億8,870万円

資本的支出 2億1,027万円 2億1,500万円

▶予算の主な使いみち
①電子入札システム導入　　　　　274万円
事業者の入札参加の利便性向上のため、電子入札シ
ステムを導入します。

②備蓄品購入事業 353万円
災害に備え、備蓄品を購入します。

③被災住宅の応急修理事業 3,873万円
令和５年７月の大雨で被害を受けた住宅の応急修理
を引き続き支援します。

④保育料完全無償化　　　　　　　393万円
0 〜 2歳児の保育料を完全無償化します。

⑤ICTを活用した有害鳥獣対策　　 170万円
クマなどの鳥獣が罠に捕獲されたことを、携帯電話
に通知するシステムを導入します。

⑥道路側溝清掃業務 1,512万円
令和５年７月の大雨により浸水した区域の道路側溝
の清掃を実施します。
⑦育英資金貸付金の拡充　　　  　 546万円
貸付限度額の増額、大学生等への育英資金の貸付け
拡充を図ります。

⑧五城目小学校創立150周年記念事業  139万円
記念誌発行、式典などの記念事業を実施します。

⑨過年災害復旧事業　　　　 　9億6,334万円
令和５年７月の大雨で被害を受けた農地・農業用施
設・林道・橋梁などの災害復旧事業を実施します。


